
初動時（発災直後） 初期段階（発災から４日目まで） 中期段階(発災から５日目以降)

地震→津波の発生

○管区対策本部及び現地対策本部の設置
→原則、各海上保安部に現地対策本部設置
○津波情報の周知活動、避難海域への退避
○利用可能な通信手段の設定
○船艇・航空機による被害状況調査
○地域住民、付近航行船舶等への避難誘導
○政府現地対策本部、各県災害対策本部等

への職員の派遣
○船艇・航空機の集結

指揮機能一時喪失の場合

自律的な活動

・人命救助（最優先）
・被害状況調査

管区対策本部

現地対策本部

政府現地対策本部
各県災害対策本部等

広島航空基地

指揮

航空機隊

特救隊
機動防除隊

○生存者の救助を目的とした回転翼航空機による捜
索及び吊り上げ救助活動、船艇による捜索救助活
動

○原子力発電所や石油コンビナート等の複合災害に
おける救助、避難誘導活動

○航路しょう戒船を継続して配備し、各種情報提供、
航行制限海域の警戒

○緊急性及び非代替性を勘案のうえ、航路啓開に
係る測量船による水路測量や浚渫団の支援

○行方不明者の捜索救助を目的とした船艇・航
空機による捜索活動、潜水士による潜水捜索
活動

○原子力発電所や石油コンビナート等における
複合災害への対応

○航路しょう戒船を継続して配備し、各種情報
提供、航行制限海域の警戒

○海上物流回復のための航路啓開に係る測量
による水路測量や浚渫団の支援

○漂流船の曳航作業
○政府や自治体等からの要請に基づく人員や支

援物資輸送等

指揮

指揮

○リエゾン派遣

主な業務 主な業務

船隊

○リエゾン派遣

第六管区海上保安本部の南海トラフ地震津波災害対応について

津
波
襲
来
後
、
被
害
状
況
調
査
等

（担当海域境界）

※派遣中の船艇は、派遣先の
海域にて②の活動を実施。

①緊急出港

②津波情報に伴う注意喚起や避難勧告の周知活動。

③津波到達予想時刻までに避難
海域に退避、自船の安全確保。

避難海域

広島航空基地

○被害状況調査
○津波を認めたときは、直ちに報告及び通報
○救難強化巡視船潜水士との会合

○被害状況撮影、伝送又は配信
○住民への津波情報伝達、避難誘導
○無線による報告

現地対策本部

管区対策本部等指揮機能
一時喪失の場合・・・

自律的活動！！

○通信途絶部署との間の無線中継
○被害状況撮影、配信
○無線による報告

初動時（発災直後）の船艇・航空機の戦略概要

第六管区海上保安本部
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救難強化巡視船の潜水士による航空機と連携した人命救助活動

救難強化巡視船及び潜水指定船
潜水士による潜水捜索救助活動

PC型巡視艇【消防型】

PM型巡視船
伊方原子力発電所の災害発生時の対応

PC型巡視艇【消防型】

PC型巡視艇【消防型】

※初期段階対応イメージ

潜水・防災指定船
複合災害における消火・救助及び避難誘導活動

航路しょう戒船
障害物に係る交通整理・航行制限海域の警戒

初期段階（発災から４日目まで）の船艇・航空機の戦略概要

救難強化巡視船の潜水士による航空機と連携した人命救助活動

潜水・防災指定船
瀬戸内海東部の航路啓開対応

潜水指定船
瀬戸内海西部の航路啓開対応

PM型巡視船
伊方原子力発電所の災害発生時の対応

PC型巡視艇【消防型】

PC型巡視艇【消防型】

PC型巡視艇【消防型】

救難強化巡視船
潜水捜索救助活動 ※中期段階対応イメージ

航路しょう戒船
航路啓開作業に係る交通整理・航
行制限海域の警戒

中期段階（発災から５日目以降）の船艇・航空機の戦略概要
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